
令和３年度

日立市総合教育会議

令和４年２月７日
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１ 学校でのICTの活用状況

（１）ＩＣＴ環境整備の状況

（２）ＩＣＴ活用の状況

２ デジタル時代の質の高い学校教育の実現に向けて

（１）「学校教育」への市民の声

（２）次期日立市総合計画における「学校教育」の方向性

（３）ICTの活用による学校教育の深化と進化

ICTを活用した学校教育の推進について
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現状

これから

＜ 議 題 ＞



1 学校でのICTの活用状況
（１）ＩＣＴ環境整備の状況

３

現在のＩＣＴ環境整備の状況

① 児童生徒１人１台のタブレット型パソコンを配備（約12,000台）

② 全普通教室にプロジェクターと書画カメラを配備（約400台）

③ 高速な情報通信ネットワーク（Wi-Fi）を整備

④ 家庭学習用モバイルルーター（Wi-Fi）の貸出し（約850台）

今後の整備の方向性

① 電子黒板の導入（プロジェクターから電子黒板への段階的な移行）

② デジタル教科書の導入

③ 教職員用タブレット型パソコンの導入



ＩＣＴ環境の整備（ハード）令和２年度

４

タブレットを鉛筆・消しゴムと並ぶ「学びの道具」に！
インターネットを「日立と世界」をつなぐ「未来を拓く手段」に！

【今後】日立市の目指す学校教育の実現に向けて ＩＣＴの特性を活用

１ 学校でのＩＣＴの活用状況
（2）ＩＣＴ活用の状況

（令和２年度日立市総合教育会議資料より）

ICTを学習に効果的に活用できる体制を整備

令和３年度



「チーム学校」の力をフルに引き出す

「情報教育主任」を中心に、教師間の連携で解決を図る。
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１ 学校でのＩＣＴの活用状況
（2）ＩＣＴ活用の状況

先生方の疑問や悩みを自治的・自助的に解決

ア 日立市の各学校の取組

情報教育主任

A先生 B先生

ICT支援員

授業支援
研修支援



○ＩＣＴを活用した教育の情報
提供

○市が作成する活用マニュア
ル・事例集

日立ＧＩＧＡスクール
ハンドブックの発行

ＧＩＧＡだより（ＩＣＴ
教育通信）の発行

情報教育主任
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イ 市教育委員会の取組

学校へのバックアップ
体制の確保

○指導の相談
○研修の実施
○ＩＣＴ機器についての
相談・対応 等

チーム学校

各学校の情報教育主任等との連携により、学校の取組を支援

○ＩＣＴを活用した授業を
支援

○校内研修で教師を支援

ＩＣＴ支援員の配置



市からのＩＣＴを活用した
教育の情報提供

ＧＩＧＡだより（ＩＣＴ教育通信）

○ 先生向けの情報提供

○ 先生方の声をもとに、記事を
選定

○ 休業中の課題の出し方など、
タイムリーな話題を提供
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○ 第１号を令和３年４月に発行
月に１回程度発行

○ 市内各校の取組の紹介



市が作成するマニュアル・事例集日立ＧＩＧＡスクールハンドブック

指導内容の確認
機器のマニュアル

校内研修資料
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（初版発行 令和３年９月、163ページ、小･中･特別支援学校に配布）



ＩＣＴ支援員 ＩＣＴを活用した授業支援、校内研修で教師を支援
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（配置人数 ４人、小学校に月２回、中学校に月１回定期訪問）

（１）授業支援

授業前 授業中 授業後

・教師との打合せ、相談

・ＩＣＴ機器の準備、動作の
確認

・ＩＣＴ機器の教師、児童
生徒への操作支援・補助

・不具合等の対応

・次回の訪問に向けた打合せ

（２）校内研修

各学校の実態に応じて、必要な研修を実施



写真や映像で、興味・関心を高め、理解を深める

大きく映す機能により「とめ・はね・
はらい」の確認や、動画機能により
書き順の確認などができる。

ウ 学校の授業でのＩＣＴの活用例

１ 学校でのＩＣＴの活用状況
（２）ＩＣＴ活用の状況
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先生の手元を写し、お手本を大きく映
し出すことで、学級の全員が同時に細
かな動きを理解できる。



学習の様子を動画で確かめる

体育の授業では、撮影した動画により、それぞれの動きを確認しながら、課題を
発見・把握し、互いにアドバイスしあったり、自分自身で修正を図る。
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相互理解・思考を深める（協働的な学び）

タブレットを使い、資料を作成、提示
しあい、意見交換を行う中で、相互理
解や思考を深める。

複数人が１つのファイルを同時に開く
ことができる機能を活用し、班での調
べ学習等協働的な学びをよりスムーズ
に進めることができる。

結果について確認・意見交換しながら「円周は、
直径の約3.14倍」であることを導く。
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班のメンバーで、1～８
の項目を分担し、結果
をそれぞれが入力



自分と友達の考えを比較する（主体的・対話的で深い学び）

回答や意見、考えを可視化できる機能を活用し、みんなの考えの傾向と自分の考え
をリアルタイムで比較し、自身の考えの確認や見直しができる。
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4倍３倍

円周の長さは直径の何倍でしょう

自分は約3.２だと考えたけれど、みんなの答えや考え
はいろいろなんだな。どうしてだろう。他の人の考え
を聞いてもう一度考えてみよう。



自分のペースで学習を進める（個別最適化された学習）

家庭科の裁縫の授業では、つまずいた
ところを動画により繰り返し確認しな
がら、自分のペースで縫い方を習得で
きる。

AIドリル（※）を活用し、個別に最適化
された問題で練習に取り組む。
※システムが児童生徒の理解度を判断し、苦手な問題を
復習できるよう学習指示をしてくれるデジタルドリル
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遠隔教育で授業の質を高める

リモート会議機能を活用し、様々な分野で活躍する方から、指導をうけることができる。
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自宅学習期間中の学習支援（令和３年９月１日～９月２６日）

○リモートによる朝の会では、

顔を見て健康観察や学習指示
を行った。

○オンラインによる授業を試行した。

エ オンライン等を活用した自宅学習

１ 学校でのＩＣＴの活用状況
（２）ＩＣＴ活用の状況
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○不登校の児童生徒が、オンライン
学習等に参加できる事例が複数見
られた。



リモート会議機能等を活用し、
オンラインで授業にリアルタ
イムで参加

ＡＩドリルで一人一人の理解
度に応じた学習内容や難度の
問題を、自分のペースで学習
する

家庭学習の進度や理解度を、児童
生徒や家庭と共有 17

ICTの活用がすべての子どもたちの学びにつながる

～ 誰一人取り残さない教育の実現 ～

１ 学校でのＩＣＴの活用状況
（２）ＩＣＴ活用の状況

デジタル教材

自宅

学校



ICT活用後の教師の声（教師対象のアンケート結果より）

【調査対象 オンラインによる指導を行った教師300名、調査時期 令和3年10月】

テえ

・リモート会議機能で相互にコミュニケーショ

ンを取りながら朝の会や授業を行った。

・ＡＩドリルの学習範囲や、いばらきオン
ラインスタディの視聴などを指示した。

等

【主な学習支援内容】

② オンラインによる朝の会や学習支援がうまくいった 94%

① オンラインによる指導力が身についた 98%

【オンラインによる指導内容】

・リモート会議機能を用いて、健康観察
や学習指示を行う。

等

・チャットで連絡や質疑応答を行う。

できるようになった ２１１

ある程度はできるようになった ８４

あまりできない ５

できない ０

うまくいった ６５

まあまあうまくいった ２１６

あまりうまくいかなかった １８

うまくいかなかった ０
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【オンライン活用の成果】

○自宅学習期間中でも、児童生徒の声や
表情、家庭での様子が把握できた。

【オンライン活用の課題】

○ＩＣＴ活用のスキルは教師間で差が大きいことから、平準化するために事前
の準備や研修に多くの時間を費やした。

○Wi-Fiの通信容量が足りなくなり制限がかかった児童には、電話やプリントで
個別に対応する必要があった。

○不登校傾向にある生徒や、集団が苦手
な生徒がオンライン授業に参加できた。

○ＩＣＴを活用するスキルが上がった。
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ICT活用後の教師の声（教師対象のアンケート結果より）



１ 学校でのICTの活用状況

（１）ＩＣＴ環境整備の状況

（２）ＩＣＴ活用の状況

２ デジタル時代の質の高い学校教育の実現に向けて

（１）「学校教育」への市民の声

（２）次期日立市総合計画における「学校教育」の方向性

（３）ICTの活用による学校教育の深化と進化

ICTを活用した学校教育の推進について
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現状

これから

＜ 議 題 ＞



２ デジタル時代の質の高い学校教育の実現に向けて
（１）「学校教育」への市民の声 ～ 現在の施策への評価 ～

出典:市民ニーズ調査結果

R3調査 R元調査 H28調査

１位
学校教育（3.65点）

【前回8位】
消防・救急（3.58点） 上下水道（3.93点）

２位 消防・救急（3.64点）
【前回1位】

上下水道（3.54点） 消防・救急（3.67点）

３位 上下水道（3.55点）
【前回2位】

防災・減災（3.40点） ごみ・資源（3.56点）

４位 こども福祉（3.54点）
【前回11位】

墓地・葬祭場（3.39点） 墓地・葬祭場（3.54点）

５位 防災・減災（3.54点）
【前回3位】

ごみ・資源（3.35点） 防災・減災（3.50点）

８位 学校教育（3.23点） 26位 学校教育（3.08点）

(参考)
平均点

45施策平均（3.30点） 42施策平均（3.11点） 42施策平均（3.11点）

【評価が高かった上位5施策】現在の評価（アンケート調査の平均点 ）

次期日立市総合計画策定に向けた、市民アンケート調査で「学校教育」の評価が45施策中１位
となっており、これまでの取組が市民から高く評価されていることが分かった。
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２ デジタル時代の質の高い学校教育の実現に向けて
（１）「学校教育」への市民の声 ～ 今後の重要度 ～

今後の重要度（アンケート調査の平均点）【重要度が高かった上位5施策】

R3調査 R元調査 H28調査

１位 地域医療体制など（4.54点）
【前回1位】

地域医療体制など（4.54点） 地域医療体制など（4.53点）

２位 こども福祉（4.48点）
【前回2位】

こども福祉（4.44点） こども福祉（4.48点）

３位 防災・減災（4.45点）
【前回6位】

高齢者福祉（4.39点） 消防・救急（4.48点）

４位 高齢者福祉（4.44点）
【前回3位】

商業（4.36点） 防災・減災（4.40点）

５位 消防・救急（4.43点）
【前回8位】

上下水道（4.31点） 高齢者福祉（4.37点）

6位
学校教育（4.43点）

【前回13位】
防災・減災（4.30点） 工業（4.28点）

13位 学校教育（4.19点） 20位 学校教育（4.07点）

(参考)
平均点 45施策平均（4.10点） 42施策平均（4.01点） 42施策平均（4.03点）

「学校教育」は、市民アンケート調査で施策の重要度が前回調査時の13位から6位に上昇して
おり、市民からの期待が大きくなっている。
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出典:市民ニーズ調査結果



低い 今後の重要度 高い

重要度：低い
評 価：低い

↓
中長期的な改
善に取り組む
べき施策

【今後の重要度 ×現在の評価 分布図】

高
い

現
在
の
評
価

低
い

全施策の平均点4.10

全施策の平均点3.30

重要度(高)・評価(低)

重要度(高)・評価(高)重要度(低)・評価(高)

重要度(低)・評価(低)

重要度：高い
評 価：低い

↓
短期的・重点
的な改善に取
り組むべき施
策

重要度：高い
評 価：高い

↓
現在の高い取
組水準を積極
的に維持すべ
き施策

重要度：低い
評 価：高い

↓
これまでの着
実な取組を維
持すべき施策

「学校教育」は、市民アンケート調査において、現在の評価、今後の重要度ともに高くなって
おり、「現在の高い取組水準を積極的に維持すべき施策」という位置づけになっている。

２ デジタル時代の質の高い学校教育の実現に向けて
（１）「学校教育」への市民の声 ～現在の評価と今後の重要度の位置づけ～

出典：市民ニーズ調査結果
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こども福祉

高齢者福祉

障害者福祉

地域福祉

地域医療体制など

健康づくり

高等教育等
生涯学習

文化・芸術

青少年育成

生涯スポーツ

国際化

平和

工業

商業

農・林業

水産業

物流
観光

市街地整備

道路交通

公共交通

公園・緑地

河川・水路

住宅

上下水道

環境の保全と創造

ごみ・資源

消防・救急

防災・減災

防犯

交通安全
墓地・葬祭場

コミュニティ活動

市民の多様な活動

産学官連携
男女共同参画

広聴広報

相談財政運営

行政経営
デジタル化の推進

若者支援
移住促進

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

3.80

3.40 3.60 3.80 4.00 4.20 4.40 4.60 4.80

学校教育



２ デジタル時代の質の高い学校教育の実現に向けて
（１）「学校教育」への市民の声 ～ＩＣＴ教育の推進～

「学校教育」への市民からの声（ＩＣＴ関係）

○ 教育のデジタル化を進めるなど、質の高い教育を提供してほしい。

○ 授業の効率化と教育レベルの引き上げのため、ＩＣＴ（タブレット）導入を促進して

ほしい。

○ 電子黒板を導入してほしい。

○ タブレット教材の利用で授業を効率化し、空いた時間で教員と子どもの会話時間を確保

することや体験学習（日立の農業や水産業等）を増やすことで、幅の広い人材育成教育を

行ってほしい。

市民アンケート調査の自由意見では、タブレットや電子黒板等を使った
ＩＣＴ教育の充実が求められている。
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２ デジタル時代の質の高い学校教育の実現に向けて
（１）「学校教育」への市民の声 ～ 生きる力の育成 ～

「学校教育」への市民からの声

○ 教育は、人づくりの原点。今の子どもは、忙しく、いじめも増えている。音楽・美術に

よる感性の育成、体育による体づくり、道徳による社会常識の醸成を図ってほしい。

○ 市民や地域が一丸となって人間味ある教育を実践することで、更なる教育環境の充実へ

とつなげてほしい。

○ 市内の学校において、学校間の交流、親睦等を実施することで、思いやりや協力し合う

意識の基礎づくりをしてほしい。

「知・徳・体のバランスの取れた教育」を大切にすることが求められている。
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２ デジタル時代の質の高い学校教育の実現に向けて
（１）「学校教育」への市民の声 ～ ひたちらしい教育の充実 ～

「学校教育」への市民からの声

○ 日立市で育った若者がハーバード大学に合格したことから、日立市の教育をもっとアピール

してほしい。

○ 最近の若い学生と面談すると、昭和・平成初期の日立市の姿・存在感を理解していない。

まちの歴史に対する正しい知識と郷土愛を深めてほしい。

○ 日本の歴史や伝統、日立市の伝統を伝えるための教育を充実させてほしい。

○ 小中学校教育に地域福祉や郷土愛などを含めた教育の機会を加えてはどうか。

ほかの地域の学校教育と差別化できる「ひたちらしい教育の充実」が求められている。
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ア 総合計画の構成及び期間

２ デジタル時代の質の高い学校教育の実現に向けて
（２）次期日立市総合計画における「学校教育」の方向性

基本構想（令和4年度～令和13年度 10年間）

まちづくりの基本理念、目指す将来都市像、将来都市像を実現する

ための大綱・施策等を定める

前期基本計画
(令和4年度～令和8年度 5年間)

後期基本計画
(令和9年度～令和13年度 5年間)

基本計画
基本構想に定める大綱・施策に基づき、実施すべき施策・事業を体系的に定める
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イ 総合計画の基本構想

２ デジタル時代の質の高い学校教育の実現に向けて
（２）次期日立市総合計画における「学校教育」の方向性

安心とやさしさに
あふれるまち

活力とチャレンジに
あふれるまち

「ひたちらしさ」が
あふれるまち

まちづくりの基本理念

「共創」で新たな歴史を刻む 次世代型みらい都市 ひたち

～人づくり・まちづくり・そしてみんなの幸せづくり～

将来都市像
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ウ 基本理念・将来都市像の実現に向けた大綱及び施策（学校教育部分）

２ デジタル時代の質の高い学校教育の実現に向けて
（２）次期日立市総合計画における「学校教育」の方向性

大綱2 教育･文化

未来を拓く人と多様な文化を育むまち

<目標> 未来を拓く人材を育成するとともに、地域の特徴ある豊かな文化を育みます。

【施策：学校教育】

「生きる力」の育成と学習環境の向上

子どもたちの確かな学力、豊かな心、健やかな体を育み、自らの学びを考え、未来を拓く
「生きる力」を培うとともに、よりよい学習環境の確保のため、学校再編を進めながら、家庭
や地域と共にある学校づくりを推進します。



ひたちの未来を拓く人づくりを目指した

「学びのハイブリッド化」

教師の対面指導

遠隔・オンライン教育

個別最適な
学び

それぞれの良さを
活かした学び

協働的な
学び

２ デジタル時代の質の高い学校教育の実現に向けて
（３）ICTの活用による学校教育の深化と進化

（令和２年度日立市総合教育会議資料より）
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「ひたちらしい学びのハイブリッド化」を実現するための取組

２ デジタル時代の質の高い学校教育の実現に向けて
（３）ICTの活用による学校教育の深化と進化
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ア 授業や自宅学習への活用

イ 郷土博物館や図書館等との連携

ウ 国際理解教育の充実

エ 科学学習の推進

オ 不登校対策等への活用



ア 授業や自宅学習への活用 ～個別最適な学びの実現～

今まで これから

○ プリントやワークによる
自主学習や家庭学習

動画や音声資料が含まれたデジタル教科書の
活用

学習レベルに適した問題が自動的に出題される
ＡＩドリルの活用

プラス

＋

２ デジタル時代の質の高い学校教育の実現に向けて
（３）ICTの活用による学校教育の深化と進化

一人一人の理解度や関心に対応した学びを支援し、学力の向上に結び付ける。
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○ 読み・書きの定着

○ 板書が中心の一斉授業



イ 郷土博物館や図書館等との連携 ～郷土教育の充実～

これから

③ 振り返り

④ 疑問

⑤ 遠隔授業① 授業

市の郷土博物館等と連携し、見学で直接体験する機会と、オンラインによるインタビュー
などＩＣＴを活用した体験を併用し、学習を充実させる。
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今まで

プラス

＋

大煙突は、当時
世界一の高さで
した。

（郷土博物館の職員）

納得！

（子どもたち）

② 郷土博物館の見学



今までの読書タイム これからの読書タイム

学校図書館や、持参した
本を読書

電子書籍貸出しサービスを用いることで、興味の
ある本に出会いやすくなる

イ 博物館や図書館等との連携 ～子ども読書活動の充実～

学校図書室等の現物の図書に加え、市が導入した「電子書籍貸出しサービス」の利用などに
より、多様な図書との出会いや読書の機会の充実を図る。（読解力・思考力・情報活用能力
アップ）
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プラス

＋

※日立市電子書籍貸出サービス 約10,500点（令和３年12月末現在）



日立市の豊富な教育資源と連携し、見学（実体験） + オンライン
で、より深く学ぶ。

これから

かみね動物園

日立市郷土博物館 日鉱記念館

図書館

日立ＬＮＧ基地

日立シビックセンター

35

【公共施設】 【民間施設】

日立オリジンパーク

日立市役所

～ 日立市の豊富な教育資源 ～



ウ 国際理解教育の充実 ～国際社会で活躍する人材の育成～

今まで これから

小中学校全校
にＡＬＴ配置

英語体験活動
（ブリティッ
シュヒルズ派遣
等）の実施

リモート会議機能を
用いた海外姉妹都市
の児童生徒との交流

在住外国人児童生徒
との交流のための
ツールとして活用

直接の体験や交流を大切にしながら、ＩＣＴを活用することで、より多様な交流の機会を生み出し、
小中学生のうちから、国際理解を図る取組を充実させる。
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プラス

＋



エ 科学学習の推進 ～理数教育の充実による科学的思考の育成～

今まで

小学校全校に
理科室のおじ
さんを配置

日立理科ク
ラブによる
授業支援

専門的知識を
もった人材を
活用した遠隔
授業

ＩＣＴ機器の
活用力向上

これから

理科室のおじさんなどの日立市の豊かな人材を活かした取組に加え、ＩＣＴを活用し国内外で活躍する
日立市出身者との交流や、専門知識を有する人との遠隔でのやり取りにより、科学的思考をさらに深める。
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プラス

＋



オ 不登校対策等への活用 ～子ども一人一人に寄り添う教育の実現～

これから

適応指導教室
「ちゃれんじく
らぶ」の設置・
運営

教師や教育相談
員、スクールカ
ウンセラーによ
る面接・訪問

オンラインに
よる授業参加

よりきめ細やか
な教育相談、
学習支援の実施

今まで

対面での支援を大切にしながら、ＩＣＴを活用し、学校へ通えない子どもたちの学びを支援する。
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プラス

＋



「ひたちらしい教育」の深化と進化

「ひたちらしい教育」のアップグレード

２ デジタル時代の質の高い学校教育の実現に向けて
（３）ICTの活用による学校教育の深化と進化
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これまでの日立市の
教育の積み上げ

ICTの活用
プラス

＋
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「教育は日立市で」の実現

２ デジタル時代の質の高い学校教育の実現に向けて

「ひたちらしい教育」のアップグレード


